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奥　

野　

新
太
郎

蘇
天
爵
『
国
朝
文
類
』
に
つ
い
て

一　
﹃
国
朝
文
類
﹄
の
研
究
状
況

『
国
朝
文
類
』（
通
称
『
元
文
類
』。
以
下
『
文
類
』
と
略
称
）
は
、
元
の
蘇
天
爵
（
一
二
九
四
～
一
三
五
二
）
が
編
纂
し
た
元
代
詩
文

選
集
で
あ
る
。
蘇
天
爵
、
字
は
伯
修
、
真
定
（
河
北
省
正
定
）
の
人
で
、
住
居
の
滋
渓
書
堂
に
因
み
滋
渓
先
生
と
も
呼
ば
れ
る
。
祖
父

以
来
の
蔵
書
家
の
家
系
で
、
国
子
学
貢
挙
公
試
で
第
一
位
を
得
、
大
都
路
薊
州
判
官
を
授
か
る
の
を
皮
切
り
に
、
翰
林
国
史
院
典
籍
、

応
奉
翰
林
文
字
、
翰
林
修
撰
、
江
南
行
台
御
史
、
監
察
御
史
、
奎
章
閣
授
経
郎
、
中
書
右
司
都
事
、
経
筵
参
賛
官
、
礼
部
侍
郎
、
淮
東

道
粛
政
廉
訪
使
、
湖
広
行
省
参
知
政
事
、
陝
西
行
台
侍
御
史
、
集
賢
侍
講
学
士
、
国
子
祭
酒
、
江
浙
行
省
参
知
政
事
、
大
都
路
総
管
な

ど
を
歴
任
。
伝
記
に
拠
れ
ば
多
く
の
著
作
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
別
集
『
滋
渓
文
稿
』
三
〇
巻
の
ほ
か
、『
国
朝
文
類
』
七
〇

巻
、『
国
朝
名
臣
事
略
』（
通
称
『
元
朝
名
臣
事
略
』）
十
五
巻
、『
治
世
亀
鑑
』
一
巻
、『
劉
文
靖
公
遺
事
』
一
巻
が
伝
わ
る
。

『
文
類
』
に
は
元
刊
本
が
二
種（
１
）伝
存
し
て
お
り
、
ま
た
元
代
の
詩
文
に
は
現
在
『
文
類
』
を
通
じ
て
の
み
伝
わ
る
も
の
も
あ
る
な
ど
、

そ
の
文
献
的
価
値
は
非
常
に
高
い
。
然
る
に
、『
文
類
』
は
専
ら
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
み
で
、『
文
類
』
本
体
に
関
す
る
本
格
的

な
研
究
は
国
内
外
と
も
に
皆
無
に
近
い
。
例
え
ば
周
雪
根
は
『
文
類
』
の
編
纂
意
図
や
選
文
基
準
、
該
書
の
思
想
性
や
文
学
性
、
及
び

元
代
文
学
史
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
上
で
、
か
か
る
『
文
類
』
が
こ
れ
ま
で
殆
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
は
元
代

研
究
に
お
け
る
「
損
失
」
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
す
る（
２
）。
我
が
国
に
も
専
論
は
無
く
、
古
松
崇
志
が
脩
端
「
辯

遼
宋
金
正
統
」
を
論
じ
る
際
に
、
そ
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
文
類
』
に
つ
い
て
も
言
及
し
、『
文
類
』
に
お
け
る
「
歴
史
を
残
そ
う
と
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す
る
蘇
天
爵
の
意
図
」
や
、
該
書
の
「
限
り
な
く
国
家
編
纂
物
に
近
い
性
質
」
な
ど
興
味
深
い
指
摘
を
す
る
も
、
惜
し
む
ら
く
は
指
摘

に
と
ど
ま
り
、
詳
論
し
な
い（
３
）。
顔
培
建
も
蘇
天
爵
に
関
す
る
研
究
状
況
を
整
理
し
た
上
で
、
蘇
天
爵
研
究
全
体
の
中
で
も
『
文
類
』
研

究
は
い
ま
だ
空
白
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り（
４
）、『
文
類
』
研
究
は
中
国
文
学
研
究
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
か
か
る

現
状
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
そ
の
初
探
と
し
て
、『
文
類
』
と
い
う
書
物
の
持
つ
性
格
や
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
検
討

及
び
問
題
提
起
を
試
み
る
。

二　
﹃
文
類
﹄
の
構
成

ま
ず
『
文
類
』
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
。『
文
類
』
は
全
七
〇
巻
で
、
西
湖
書
院
本
は
巻
頭
に
出
版
文
書
の
ほ
か
、
王
理
序
文
（
元

統
二
︹
一
三
三
四
︺
年
四
月
付
）・
陳
旅
序
文
（
同
年
五
月
五
日
付
）、
さ
ら
に
巻
末
に
は
王
守
誠
跋
（
元
統
三
︹
一
三
三
五
︺
年
三
月

三
日
付
）
が
あ
り
、
序
文
の
日
付
は
い
ず
れ
も
元
統
二
年
だ
が
、
実
際
に
は
そ
の
前
年
の
元
統
元
（
一
三
三
三
）
年
に
は
既
に
『
文
類
』

の
編
纂
作
業
は
完
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
旅
の
序
に
拠
れ
ば
そ
の
編
纂
に
は
二
〇
年
も
の
歳
月
を
費
や
し
た
と
言
う（
５
）。
成
書

時
に
は
恐
ら
く
ま
だ
出
版
は
さ
れ
て
い
な
い（
６
）。
成
書
時
点
で
存
命
中
の
人
の
作
品
も
収
録
す
る
が
、
作
者
名
は
全
て
諱
で
表
記
す
る
。

ま
た
、
蘇
天
爵
と
縁
故
の
者
の
収
録
も
多
く
、
例
え
ば
蘇
天
爵
の
家
族
（
祖
父
、
父
、
本
人
な
ど
）
に
関
す
る
詩
文
の
ほ
か
、
師
で
あ

る
安
煕
・
呉
澄
・
虞
集
ら
や
、
貢
挙
の
際
に
蘇
天
爵
を
第
一
位
に
取
り
上
げ
た
馬
祖
常
の
作
品
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、
私
選
と

し
て
の
要
素
も
強
く
見
ら
れ
る
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

巻
一  

賦  

騒
／
巻
二  

楽
章  

詩
（
四
言
）
／
巻
三  

詩
（
五
言
古
詩
）
／
巻
四  

詩
（
楽
府
歌
行
）
／
巻
五  

詩
（
七
言
古
詩  

雑
言  

雑
体
）
／
巻
六  

詩
（
五
言
律
詩  

七
言
律
詩
）
／
巻
七  

詩
（
七
言
律
詩
）
／
巻
八  

詩
（
五
言
絶
句  

七
言
絶
句
）
／
巻
九  

詔
赦

／
巻
十  

冊
文
／
巻
十
一
～
二  

制
／
巻
十
三
～
五  

奏
議
／
巻
十
六  
表
／
巻
十
七  

表  

牋  

箴  

銘
／
巻
十
八  

頌  

賛
／
巻
十
九
～

二
六  

碑
文
／
巻
二
七
～
三
一  

記
／
巻
三
二
～
六  

序
／
巻
三
七  

書
／
巻
三
八  

説  

題
跋
／
巻
三
九  

題
跋
／
巻
四
〇
～
五  

雑
著

／
巻
四
六  

策
問
／
巻
四
七  

策
問  

啓  

上
梁
文
／
巻
四
八  

祝
文  

祭
文  
哀
辞  
諡
議
／
巻
四
九
～
五
〇  

行
状
／
巻
五
一  

墓
誌
／

巻
五
二
～
四  

墓
誌
銘
／
巻
五
五  

墓
碣
／
巻
五
六  

墓
表
／
巻
五
七
～
六
八  
神
道
碑
／
巻
六
九
～
七
〇  

伝
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一
見
し
て
、
詩
よ
り
も
文
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
か
ら
、『
文
類
』
は
現
代
の
文
学
研
究
者
に
よ
り
そ
の

「
文
学
的
価
値
の
低
さ
」
を
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（
７
）。

ま
た
、
作
品
の
収
録
範
囲
に
つ
い
て
も
、
王
理
序
に
「
金
人
江
左
を
合
わ
せ
て
以
て
国
初
の
作
を
攷
え
、
至
元
大
徳
を
述
べ
て
以
て

其
の
成
を
観
、
延
祐
以
来
を
定
め
て
以
て
其
の
盛
を
彰
す
（
合
金
人
江
左
以
攷
国
初
之
作
、
述
至
元
大
徳
以
観
其
成
、
定
延
祐
以
来
以

彰
其
盛
）」
と
あ
る
の
に
起
因
す
る
の
か
、『
四
庫
提
要
』
を
は
じ
め
と
し
て
「
元
初
か
ら
延
祐
ま
で
の
作
品
を
収
め
る
」
と
い
う
紹
介

や
説
明
が
今
も
な
お
し
ば
し
ば
踏
襲
さ
れ
る
が
、『
文
類
』
に
は
延
祐
以
後
の
詩
文
も
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
完
成
直
前
ま
で
そ
の
編

纂
作
業
は
続
け
ら
れ
て
い
た（
８
）。
こ
の
説
明
は
事
実
と
異
な
る
ば
か
り
か
、『
文
類
』
の
性
格
を
見
誤
ら
せ
か
ね
な
い
。

三　
﹃
文
類
﹄
中
の
カ
ア
ン
の
系
譜

『
文
類
』
所
収
の
作
品
の
う
ち
、『
文
類
』
の
性
格
及
び
編
纂
過
程
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
巻
二
所
収
「
太
廟
楽
章
」
内

の
「
十
室
楽
舞
」
及
び
巻
九
所
収
の
歴
代
カ
ア
ン
の
即
位
詔
で
あ
る（
９
）。

ま
ず
「
十
室
楽
舞
」
だ
が
、『
文
類
』
に
記
録
さ
れ
る
十
室
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
ゴ
チ
ッ
ク
は
カ
ア
ン
）。

第
一
室  

太
祖  

開
成
之
曲　

第
二
室  

睿
宗  
武
成
之
曲　

第
三
室  

世
祖  

混
成
之
曲　

第
四
室  

裕
宗  

昭
成
之
曲

第
五
室  

順
宗  

慶
成
之
曲　

第
六
室  

成
宗  

守
成
之
曲　

第
七
室  

武
宗  

禧マ

成マ

之
曲　

第
八
室  

仁
宗  

歆
成
之
曲

第
九
室  

明
宗  

永
世
之
曲　

第
十
室  

英
宗  

献
成
之
曲

注
目
す
べ
き
は
第
九
室
の
明
宗
で
あ
る
。『
文
類
』
が
完
成
し
た
と
思
し
き
元
統
元
年
か
ら
五
年
前
の
天
暦
元
（
一
三
二
八
）
年
、
モ

ン
ゴ
ル
で
は
カ
ア
ン
の
位
を
め
ぐ
る
戦
い
（
天
暦
の
内
乱
）
が
あ
っ
た（

（1
（

。
泰
定
帝
崩
御
の
の
ち
、
上
都
で
即
位
し
た
そ
の
息
子
天
順
帝

と
、
武
宗
の
息
子
で
あ
る
文
宗
と
の
間
で
激
し
い
戦
い
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
エ
ル
・
テ
ム
ル
の
擁
す
る
大
都
の
文
宗
陣
営
が
上
都

陣
営
を
破
り
、
天
暦
元
年
九
月
に
文
宗
が
即
位
す
る
。
一
方
、
翌
年
正
月
に
は
カ
ラ
・
コ
ル
ム
に
て
文
宗
の
兄
明
宗
が
即
位
し
た
た
め
、

文
宗
は
兄
に
玉
璽
を
譲
る
（
四
月
）。
だ
が
八
月
に
は
明
宗
が
崩
御
し
、
同
月
十
五
日
、
文
宗
が
復
位
す
る
。
そ
し
て
、
翌
至
順
元
（
一

三
三
〇
）
年
、
文
宗
は
明
宗
を
宗
廟
に
祔
り
、「
永
世
之
曲
」
を
作
る（

（1
（

。『
文
類
』
完
成
の
三
年
前
で
あ
る
。『
文
類
』
所
収
の
十
室
は
、
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こ
の
明
宗
升
祔
以
後
の
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
さ
ら
に
、
明
宗
の
配
置
も
注
目
さ
れ
る
。
歴
代
カ
ア
ン
の
即
位
順
序
の
実
際
は
「
仁
宗
↓
英
宗

↓
泰
定
帝
↓
文
宗
↓
明
宗
↓
文
宗
」
と
な
っ
て
お
り
、
明
宗
が
英
宗
の
前
に
配
置
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
こ
こ
に
は
武
宗
の
遺
志
が

関
わ
っ
て
い
る
。『
元
史
』
巻
三
一
明
宗
本
紀
に
「
成
宗
崩
じ
、（
大
徳
）
十
一
（
一
三
〇
七
）
年
、
武
宗
入
り
て
大
統
を
継
ぎ
、
仁
宗

を
立
て
て
皇
太
子
と
為
し
、
命
じ
て
次
を
以
て
帝
（
明
宗
）
に
伝
え
し
む
（
成
宗
崩
、
十
一
年
、
武
宗
入
継
大
統
、
立
仁
宗
為
皇
太
子
、

命
以
次
伝
於
帝
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
宗
は
自
身
の
後
継
と
し
て
、
母
ダ
ギ
の
願
い
を
受
け
入
れ
て
弟
の
仁
宗
を
皇
太
子
と
し
て
立
て

る
も
、
そ
の
次
は
自
身
の
長
男
で
あ
る
明
宗
が
継
ぐ
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
だ
が
皇
太
后
ダ
ギ
に
よ
っ
て
、
武
宗
の
遺
志
に
反
し
、
仁

宗
の
息
子
英
宗
が
立
て
ら
れ
た
。『
元
史
』
巻
一
一
六
ダ
ギ
伝
に
も
、「
太
后
明
宗
の
少
時
に
英
気
有
り
て
、
英
宗
稍
や
柔
懦
に
し
て
、

諸
群
小
の
明
宗
を
立
つ
る
を
以
て
必
ず
己
に
利
あ
ら
ず
と
す
る
を
見
、
遂
に
英
宗
を
擁
立
す
（
太
后
見
明
宗
少
時
有
英
気
、
而
英
宗
稍

柔
懦
、
諸
群
小
以
立
明
宗
必
不
利
於
己
、
遂
擁
立
英
宗
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
泰
定
帝
を
経
て
、
よ
う
や
く
武
宗
の
息
子
達

に
カ
ア
ン
の
位
が
承
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、『
元
史
』
巻
三
四
文
宗
本
紀
に
「（
至
順
元
年
三
月
）
己
巳
、
明
宗
の
升
祔

を
議
し
、
英
宗
の
上
に
序
す
る
は
、
順
宗
・
成
宗
廟
遷
の
例
に
視
う
。
︙
︙
壬
申
、
玉
冊
・
玉
宝
を
奉
じ
、
明
宗
の
神
主
を
太
廟
に
祔

る
（
己
巳
、
議
明
宗
升
祔
、
序
于
英
宗
之
上
、
視
順
宗
・
成
宗
廟
遷
之
例
。
︙
︙
壬
申
、
奉
玉
冊
・
玉
宝
、
祔
明
宗
神
主
于
太
廟
）」
と

あ
る
よ
う
に
、
文
宗
に
よ
っ
て
、
明
宗
が
太
廟
に
祀
ら
れ
、
英
宗
の
前
に
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
文
類
』
所
収
の
「
十
室
楽

舞
」
は
明
宗
升
祔
以
後
、
即
ち
文
宗
朝
の
見
解
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
チ
ン
ギ
ス
か
ら
文
宗
に
至
る
カ
ア
ン
の
系
譜
と

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
十
室
」
に
関
連
し
て
、『
文
類
』
巻
九
に
は
世
祖
か
ら
寧
宗
に
至
る
歴
代
カ
ア
ン
の
即
位
詔
が
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
世

祖
、
成
宗
、
武
宗
、
仁
宗
、
英
宗
、
文
宗
（
復
位
詔
も
）、
寧
宗
の
即
位
詔
を
収
め
る
一
方
で
、
泰
定
帝
及
び
明
宗
の
即
位
詔
は
無
い
。

『
文
類
』
完
成
直
前
に
発
布
さ
れ
た
寧
宗
の
即
位
詔
ま
で
収
録
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
些
か
奇
異
と
言
え
る
が
、
先
の
「
十
室

楽
舞
」
と
併
せ
て
見
る
と
、
泰
定
帝
の
即
位
詔
は
意
図
的
に
載
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
暦
の
内
乱
に
お
い
て
、
文
宗
陣
営
と

泰
定
帝
陣
営
は
敵
対
し
て
お
り（

（1
（

、
文
宗
は
即
位
す
る
や
否
や
、
天
暦
元
年
十
月
に
泰
定
帝
の
父
顕
宗
の
廟
を
毀
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て
、

『
文
類
』
所
収
の
即
位
詔
が
示
す
カ
ア
ン
の
系
譜
か
ら
も
、
泰
定
帝
は
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
宗
朝
の
見
解
を
反
映
さ

せ
た
処
理
と
見
な
す
ほ
か
あ
る
ま
い
。
明
宗
、
文
宗
は
、
泰
定
帝
に
廟
号
す
ら
贈
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
明
宗
の
即
位
詔
も
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載
っ
て
い
な
い
が
、
巻
十
に
収
め
る
諡
冊
文
に
は
「
明
宗
皇
帝
諡
冊
文
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
泰
定
帝
と
は
違
い
、
何
ら
か

の
事
情
で
載
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い（

（1
（

。

ま
た
、
巻
十
に
は
皇
后
の
冊
文
が
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
カ
ア
ン
の
皇
后
で
あ
る
チ
ャ
ブ
イ
（
世
祖
皇
后
）、
ア
ナ
ン
シ
ュ
リ
ー

（
仁
宗
皇
后
）、
八
不
罕
（
泰
定
帝
皇
后（

（1
（

）
の
三
名
の
冊
文
が
収
め
ら
れ
、
そ
こ
に
皇
太
后
で
あ
る
コ
コ
ジ
ン
（
裕
宗
皇
后
）、
ダ
ギ
（
順

宗
皇
后
）
が
加
わ
る
。
即
位
詔
に
比
べ
る
と
甚
だ
限
定
的
で
あ
り
、
し
か
も
即
位
詔
で
は
除
外
さ
れ
た
泰
定
帝
の
皇
后
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
に
見
え
る
皇
后
は
い
ず
れ
も
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
し
て
、
即
位
詔
が
収
録
さ
れ
な
が
ら
も
皇
后
の
冊
文
が
見
え
な
い
成
宗
、
武
宗
、
英
宗
は
、
い
ず
れ
も
皇
后
が
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏

で
は
な
い（

（1
（

。
一
方
、
文
宗
に
と
り
排
除
の
対
象
で
あ
っ
た
泰
定
帝
の
皇
后
八
不
罕
も
、
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
チ
ャ

ブ
イ
ら
他
の
皇
后
と
共
通
す
る
。
岡
田
英
弘
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
は
代
々
カ
ア
ン
の
姻
戚
と
し
て
、
元
朝
政
権
で
大

き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
文
宗
皇
后
の
ブ
ッ
ダ
シ
ュ
リ
ー
も
ま
た
、
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
で
あ
る
。
巻
十
の
皇
后
冊
文
の
選
択

に
は
、
或
い
は
こ
の
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
と
い
う
血
統
が
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い（

（1
（

。

そ
し
て
、
至
順
三
（
一
三
三
二
）
年
十
月
に
即
位
し
、
翌
十
一
月
に
夭
逝
し
た
寧
宗
の
即
位
詔
を
収
め
な
が
ら
、
翌
元
統
元
（
一
三

三
三
）
年
六
月
に
即
位
し
た
恵
宗
の
即
位
詔
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
文
類
』
の
編
纂
作
業
は
、
恵
宗
が
即
位
す
る
元
統
元

年
六
月
以
前
に
既
に
終
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。『
文
類
』
収
録
作
の
下
限
が
し
ば
し
ば
「
延
祐
ま
で
」
と
さ
れ
る
の
は
誤
り
だ
と

先
に
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、『
文
類
』
に
は
成
書
直
前
に
書
か
れ
た
文
章
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
編
纂
に
二
〇
年
を
費
や
し
つ
つ
、

そ
の
内
容
は
絶
え
ず
更
新
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
文
宗
朝
の
見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。

四　

経
世
大
典
序
録

さ
ら
に
、
巻
四
〇
～
四
二
に
収
録
さ
れ
る
「
経
世
大
典
序
録
」
も
注
目
さ
れ
る
。『
経
世
大
典
』
は
文
宗
の
即
位
記
念
物（

（2
（

と
し
て
編
纂

さ
れ
た
漢
文
の
政
書
で
あ
る
。
文
宗
は
即
位
翌
年
の
天
暦
二
（
一
三
二
九
）
年
三
月
に
奎
章
閣
学
士
院
を
大
都
に
設
置
し
、
そ
の
同
年

八
月
に
復
位
す
る
と
、
翌
九
月
に
、
エ
ル
・
テ
ム
ル
ら
を
総
監
と
し
て
編
纂
を
開
始
し
、
至
順
二
（
一
三
三
一
）
年
五
月
に
完
成
し
た
。
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『
文
類
』
完
成
の
直
前
に
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。『
経
世
大
典
』
は
『
唐
会
要
』『
宋
会
要
』
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
全
八

八
〇
巻
に
及
ぶ
大
部
な
も
の
で
、
元
代
研
究
の
重
要
な
資
料
と
な
る
べ
き
書
物
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
散
佚
し
て
お
り
、『
文
類
』
所
収

の
序
録
や
『
永
楽
大
典
』
に
残
る
引
用
が
か
ろ
う
じ
て
そ
の
内
容
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
。

「
序
録
」
の
冒
頭
を
飾
る
虞
集
の
序
（
巻
四
〇
）
に
は
、

 

廼
天
暦
二
年
冬
、
有
旨
命
奎
章
閣
学
士
院
与
翰
林
国
史
院
、
参
酌
唐
宋
会
要
之
体
、
会
稡
国
朝
故
実
之
文
、
作
為
成
書
、
賜
名

『
皇
朝
経
世
大
典
』。
明
年
二
月
、
以
国
史
自
有
著
述
、
命
閣
学
士
、
専
率
其
属
而
為
之
。

 

廼
ち
天
暦
二
年
冬
、
旨
有
り
て
奎
章
閣
学
士
院
と
翰
林
国
史
院
と
に
命
じ
、
唐
宋
の
会
要
の
体
を
参
酌
し
、
国
朝
の
故
実
の
文

を
会
稡
し
、
作
為
し
て
書
を
成
さ
し
め
、
名
を
『
皇
朝
経
世
大
典
』
と
賜
う
。
明
年
二
月
、
国
史
の
自
ら
著
述
有
る
を
以
て
、
閣

学
士
に
命
じ
、
専
ら
其
の
属
を
率
い
て
之
れ
を
為
さ
し
む
。

と
見
え
、
当
時
蘇
天
爵
が
応
奉
翰
林
文
字
と
し
て
所
属
し
て
い
た
翰
林
国
史
院
も
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
文
類
』
が

七
〇
巻
の
う
ち
実
に
三
巻
も
の
紙
幅
を
割
い
て
序
録
を
収
め
る
の
も
、
或
い
は
こ
こ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
直
近
に
勅

命
で
編
纂
さ
れ
た
国
家
編
纂
物
の
序
録
を
大
量
に
収
録
す
る
あ
た
り
も
、『
文
類
』
を
し
て
単
な
る
私
選
と
は
異
な
る
も
の
た
ら
し
め
て

い
る
。
因
み
に
『
経
世
大
典
』
に
つ
い
て
は
、『
文
類
』
巻
十
六
に
欧
陽
玄
に
よ
る
「
進
経
世
大
典
表
」
も
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
表
は
題

下
注
に
「
至
順
三
（
一
三
三
二
）
年
三
月
」
と
あ
る
。
至
順
三
年
と
言
え
ば
、『
文
類
』
完
成
の
前
年
で
あ
る
。
先
の
即
位
詔
や
冊
文
の

選
択
、
及
び
こ
の
経
世
大
典
序
録
の
収
録
は
、
果
た
し
て
こ
れ
が
蘇
天
爵
個
人
の
意
志
に
由
る
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
編
纂
の
過
程

（
特
に
後
期
）
で
何
ら
か
の
外
部
の
意
志
が
介
入
し
た
可
能
性
が
あ
る（

（2
（

。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
国
朝
文
類
』
は
蘇
天
爵
の
私
選
に
係
る
も
の
な
が
ら
、
時
の
政
権
の
見
解
を
反
映
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
宮
中

儀
礼
に
用
い
る
楽
章
の
歌
辞（

（2
（

や
、
国
家
編
纂
物
の
序
録
を
大
量
に
収
録
す
る
な
ど
、
古
松
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
公
（
官
）」
の
要
素

が
非
常
に
強
い
選
集
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
性
格
を
有
す
る
『
文
類
』
は
、
至
正
二
（
一
三
四
二
）
年
、
蘇
天
爵

存
命
中
に
、
国
家
出
版
物
と
し
て
、
西
湖
書
院（

（2
（

よ
り
出
版
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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五　

勝
国
南
宋
の
処
理
︱
文
天
祥
と
謝
枋
得

次
に
、『
文
類
』
中
の
勝
国
の
扱
い
方
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
も
『
文
類
』
の
性
格
に
関
わ
る
事
柄
が
看
取
さ
れ
る
。

『
文
類
』
は
書
名
に
「
国
朝
」
と
冠
す
る
よ
う
に
、
元
一
代
の
詩
文
選
集
で
あ
る
が
、
王
理
序
に
「
金
人
江
左
を
合
わ
せ
て
以
て
国
初
の

作
を
考
え
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
末
・
宋
末
を
「
国
朝
」
の
起
点
と
し
て
含
ん
で
い
る
。
う
ち
、
本
稿
で
は
南
宋
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
た
い
。
王
理
は
か
く
言
う
も
の
の
、『
文
類
』
中
に
南
宋
に
関
す
る
詩
文
は
多
く
な
い
。
だ
が
そ
の
少
な
い
例
の
中
に
、
注
目
す
べ

き
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
文
天
祥
と
謝
枋
得
で
あ
る
。

ま
ず
文
天
祥
だ
が
、『
文
類
』
巻
六
に
徐
世
隆
「
挽
文
丞
相
」
詩
を
収
め
る
。

大
元
不
殺
文
丞
相　

君
義
臣
忠
両
得
之　
　

大
元
文
丞
相
を
殺
さ
ず
、
君
義
と
臣
忠
と
両
つ
な
が
ら
之
れ
を
得
た
り
。

義
似
漢
皇
封
歯
日　

忠
於
蜀
将
斫
頭
時　
　

義
は
漢
皇
の
歯
を
封
ず
る
日
に
似
、
忠
は
蜀
将
の
頭
を
斫
る
時
よ
り
す
。

乾
坤
日
月
華
夷
見　

海
嶺
風
霜
草
木
知　
　

乾
坤
の
日
月
は
華
と
夷
と
見
る
も
、
海
嶺
の
風
霜
は
草
木
の
み
知
る
。

只
恐
史
官
編
不
尽　

老
夫
和
涙
写
新
詩　
　

只
だ
史
官
の
編
み
て
尽
く
さ
ざ
る
を
恐
れ
、
老
夫
涙
と
和
し
て
新
詩
を
写
す
。

徐
世
隆
（
一
二
〇
六
～
八
五
）
は
金
末
元
初
の
人
。
金
亡
後
、
厳
実
の
東
平
幕
府
へ
身
を
寄
せ
、
そ
の
後
ク
ビ
ラ
イ
に
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
詩
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
天
祥
の
「
臣
忠
」
を
讃
え
つ
つ
、
文
天
祥
の
人
と
為
り
に
感
じ
、
彼
を
殺
さ
ず
登
用
し
よ
う
と
し
た

ク
ビ
ラ
イ
の
「
君
義
」
を
も
同
時
に
讃
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
詩
を
次
に
挙
げ
る
潘
音
「
悼
文
丞
相
」
詩
（『
元
詩
選
』
初

集
庚
集
『
待
清
軒
遺
稿
』）
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

回
首
中
原
已
陸
沈　

捐
躯
朔
漠
気
蕭
森　
　

首
を
回
せ
ば
中
原
已
に
陸
沈
た
り
、
躯
を
朔
漠
の
気
の
蕭
森
た
る
に
捐
つ
。

恐
吹
余
燼
成
炎
漢　

未
許
黄
冠
返
故
林　
　

余
燼
を
吹
き
て
炎
漢
と
成
す
を
恐
れ
、
未
だ
黄
冠
の
故
林
に
返
る
を
許
さ
ず
。

社
稷
忽
生
千
古
色　

綱
常
無
忝
百
年
心　
　

社
稷
は
忽
ち
千
古
の
色
を
生
ず
る
も
、
綱
常
は
百
年
の
心
に
忝
じ
る
無
し
。

総

清
骨
縈
荒
草　

不
復
胡
沙
掩
素
襟　
　

総た
と

い
清
骨
を

て
す

て
荒
草
を
縈
う
も
、
復
た
胡
沙
を
し
て
素
襟
を
掩
わ
し
め
ず
。

潘
音
（
一
二
七
〇
～
一
三
五
五
）
は
天
台
の
人
で
、『
元
詩
選
』
の
小
伝
に
は
「
生
ま
る
る
こ
と
十
歳
に
し
て
、
崖
山
の
変
を
聞
き
、

昏
迷
し
て
食
ら
わ
ざ
る
こ
と
日
を
累
ぬ
（
生
十
歳
、
聞
崖
山
之
変
、
昏
迷
不
食
者
累
日
）」
と
記
さ
れ
、
終
始
元
に
仕
え
る
こ
と
は
無
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か
っ
た
。
こ
の
詩
は
南
宋
の
立
場
か
ら
文
天
祥
を
悼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
文
天
祥
は
蕭
森
た
る
砂
漠
に
囚
わ
れ
、
祖
国
へ
帰
る
こ
と
も

で
き
ず
、
荒
草
の
中
に
骨
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
は
南
宋
側
の
眼
に
映
っ
た
得
体
の
知
れ
ぬ
辺
境
の

砂
漠
で
あ
り
、
た
と
え
死
ん
で
も
屈
す
べ
か
ら
ざ
る
相
手
で
あ
る
。
先
の
徐
世
隆
詩
と
は
視
点
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

文
天
祥
を
詠
ず
る
作
品
は
と
も
す
れ
ば
モ
ン
ゴ
ル
批
判
と
も
な
り
得
る
な
か
、
徐
世
隆
の
詩
は
選
択
に
際
す
る
蘇
天
爵
の
配
慮
の
跡
が

窺
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
巻
三
六
に
は
許
有
壬
「
文
丞
相
伝
序
」
が
収
め
ら
れ
る
が
、

 

宋
養
士
三
百
年
、
得
人
之
盛
、
軼
唐
漢
而
過
之
遠
矣
。
盛
時
忠
賢
雑
遝
、
人
有
余
力
、
及
天
命
已
去
、
人
心
已
離
、
有
挺
然
独

出
於
百
万
億
生
民
之
上
、
而
欲
挙
其
已
墜
、
続
其
已
絶
、
使
一
時
天
下
之
人
、
後
乎
百
世
之
下
、
洞
知
君
臣
大
義
之
不
可
廃
、
人

心
天
理
之
未
嘗
泯
、
其
有
功
於
名
教
為
何
如
哉
。

 

宋
士
を
養
う
こ
と
三
百
年
、
人
を
得
る
の
盛
、
唐
漢
を
軼
し
て
之
れ
を
過
ぐ
る
こ
と
遠
し
。
盛
時
に
は
忠
賢
雑
遝
と
し
て
、
人

に
余
力
有
る
も
、
天
命
已
に
去
る
に
及
べ
ば
、
人
心
已
に
離
れ
、
挺
然
と
し
て
独
り
百
万
億
の
生
民
の
上
に
出
で
て
、
其
の
已
に

墜
ち
た
る
を
挙
げ
、
其
の
已
に
絶
ゆ
る
を
続
け
ん
と
欲
し
、
一
時
の
天
下
の
人
を
し
て
、
百
世
の
下
を
後
ろ
に
し
、
君
臣
の
大
義

の
廃
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
人
心
の
天
理
の
未
だ
嘗
て
泯
び
ざ
る
を
洞
知
せ
し
む
、
其
の
名
教
に
功
有
る
こ
と
何
如
と
為
す
や
。

と
い
う
書
き
ぶ
り
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
元
人
と
し
て
、
宋
と
は
一
線
を
引
い
た
客
観
的
な
立
場
か
ら
記
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
宋

の
亡
び
る
や
、
節
を
守
り
屈
せ
ざ
る
者
之
れ
有
り
、
而
し
て
未
だ
有
為
の
公
の
若
き
者
有
ら
ず
、
事
は
固
よ
り
成
敗
を
以
て
論
ず
る
べ

か
ら
ず
、
然
れ
ば
則
ち
宋
三
百
年
の
養
士
の
功
を
収
む
る
者
、
公
一
人
の
み
（
宋
之
亡
、
守
節
不
屈
者
有
之
、
而
未
有
有
為
若
公
者
、

事
固
不
可
以
成
敗
論
也
、
然
則
収
宋
三
百
年
養
士
之
功
者
、
公
一
人
爾
）」
と
述
べ
、
文
天
祥
の
人
と
為
り
、
引
い
て
は
「
宋
三
百
年
養

士
之
功
」
を
讃
え
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
元
を
宋
の
敵
国
と
し
て
こ
と
さ
ら
に
描
く
記
述
は
な
い
。
因
み
に
許
有
壬
（
一
二
八
七
～

一
三
六
四
）
は
元
朝
の
官
僚
で
あ
り
、
蘇
天
爵
『
国
朝
名
臣
事
略
』
の
序
文
も
書
い
て
い
る
。

次
に
謝
枋
得
だ
が
、『
文
類
』
巻
六
七
に
李
源
道
「
故
宋
文
節
先
生
謝
公
神
道
碑
」
が
収
め
ら
れ
る
。
謝
枋
得
は
南
宋
の
遺
民
を
代
表

す
る
人
物
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
、『
宋
史
』
本
伝
の
論
賛
に
も
「
嶔
崎
と
し
て
以
て
臣
節
を
全
う
す
」（
巻
四
二
五
）
と
、
そ
の
忠
を

顕
彰
さ
れ
て
い
る
。
神
道
碑
に
も
、

 

天
訖
宋
命
、
皇
元
一
四
海
而
統
之
。
至
元
廿
三
年
、
行
御
史
台
侍
御
史
程
鉅
夫
以
宋
遺
士
三
十
人
薦
于
朝
、
於
是
江
東
謝
枋
得
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在
挙
中
被
徴
、
丁
内
艱
辞
。
亡
何
、
連
詔
江
浙
行
省
丞
相
蒙
古
台
、
江
西
行
省
左
丞
管
如
徳
召
、
皆
不
起
。
廿
六
年
春
正
月
、
福

建
行
省
参
政
魏
天
佑
復
被
旨
集
守
令
戍
将
、
迫
蹙
上
道
、
廼
行
。
夏
四
月
、
至
京
師
、
不
食
死
。

 
天
宋
命
を
訖
え
、
皇
元
四
海
を
一
に
し
て
之
れ
を
統
ぶ
。
至
元
廿
三
（
一
二
八
六
）
年
、
行
御
史
台
侍
御
史
程
鉅
夫
宋
の
遺
士

三
十
人
を
以
て
朝
に
薦
む
る
に
、
是
に
於
て
江
東
謝
枋
得
挙
中
に
在
り
て
徴
さ
る
る
も
、
内
艱
に
丁
た
り
て
辞
す
。
何
も
亡
く
、

連
り
に
江
浙
行
省
丞
相
蒙
古
台
、
江
西
行
省
左
丞
管
如
徳
に
詔
し
て
召
さ
し
む
る
も
、
皆
な
起
た
ず
。
廿
六
（
一
二
八
九
）
年
春

正
月
、
福
建
行
省
参
政
魏
天
佑
復
た
旨
を
被
り
て
守
令
戍
将
を
集
め
、
上
道
を
迫せ

蹙ま

れ
ば
、
廼
ち
行
く
。
夏
四
月
、
京
師
に
至
り
、

食
ら
わ
ず
し
て
死
す
。

と
あ
る
。
謝
枋
得
は
南
宋
滅
亡
後
、
元
朝
よ
り
幾
度
も
召
さ
れ
た
が
承
け
ず
、
つ
い
に
魏
天
佑
に
よ
っ
て
強
制
的
に
大
都
へ
連
れ
て
こ

ら
れ
た
が
、
絶
食
し
て
死
を
選
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
文
天
祥
と
謝
枋
得
に
共
通
す
る
点
は
、
両
者
と
も
南
宋
滅
亡
後
に

元
朝
側
か
ら
そ
の
人
材
を
認
め
ら
れ
、
元
に
仕
え
る
よ
う
説
得
を
受
け
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
両
者
は
い
ず

れ
も
宋
に
殉
じ
て
は
い
る
が
、
元
朝
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宋
に
殉
じ
た
人
々
は
他
に
も
大
勢
い
る
中

で
、
こ
の
両
者
が
特
に
『
文
類
』
に
留
め
ら
れ
た
理
由
も
恐
ら
く
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
例
え
ば
文
天
祥
や

謝
枋
得
を
収
録
し
な
が
ら
、
同
じ
く
南
宋
の
遺
民
と
し
て
知
ら
れ
る
謝
翺
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
も
理
解
で
き

る（
（2
（

。『
文
類
』
中
で
、
文
天
祥
と
謝
枋
得
は
「
元
朝
側
の
視
点
」
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
こ
の
「
元
朝
側
の
視
点
」
に
つ
い
て
い
ま
少
し
見
て
み
た
い
。『
文
類
』
巻
五
六
に
徐
琰
「
故
宋
兵
部
侍
郎
徐
公
墓
表
」、

呉
澄
「
故
宋
勇
勝
軍
統
制
官
詹
侯
墓
表
」
な
る
文
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
宋
人
の
墓
表
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
「
元
朝
側
の
視
点
」
が

指
摘
で
き
る
。
ま
ず
「
故
宋
兵
部
侍
郎
徐
公
墓
表
」
だ
が
、
こ
の
墓
表
の
主
徐
卿
孫
（
一
二
二
六
～
八
〇
）
は
江
西
臨
江
の
人
で
、
対

元
戦
争
の
最
中
、
当
時
の
政
権
の
政
策
を
批
判
し
続
け
た
人
物
で
あ
る
。
墓
表
も
、

 

国
朝
自
至
元
初
元
用
兵
襄
漢
以
来
、
駅
書
狎
至
、
日
告
克
捷
。
既
下
襄
陽
、
渡
大
江
、
所
向
風
靡
、
有
城
郭
封
疆
之
任
者
、
若

崩
厥
角
恐
後
。
卒
之
混
一
区
宇
、
際
天
薄
海
、
罔
不
臣
妾
。
是
雖
廟
謨
雄
断
、
師
武
臣
力
之
故
、
而
江
南
謀
国
用
世
之
士
、
亦
従

是
可
知
。

 

国
朝
至
元
初
元
に
兵
を
襄
漢
に
用
い
て
よ
り
以
来
、
駅
書
狎
い
で
至
り
、
日
に
告
捷
を
告
ぐ
。
既
に
し
て
襄
陽
を
下
し
、
大
江
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を
渡
り
、
向
う
所
風
靡
し
、
城
郭
封
疆
の
任
有
る
者
、
崩
る
る
が
若
く
厥
角
し
て
後
る
る
を
恐
る
。
卒
に
之
れ
区
宇
を
混
一
す
る

に
、
際
天
薄
海
、
臣
妾
な
ら
ざ
る
な
し
。
是
れ
廟
謨
の
雄
断
、
師
武
の
臣
力
の
故
と
雖
も
、
江
南
の
謀
国
用
世
の
士
も
、
亦
た
是

れ
よ
り
知
る
べ
し
。

と
い
う
書
き
出
し
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
宋
人
の
墓
表
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
「
元
朝
側
の
視
線
」
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
文
中
で
「
言
は
大
に
し
て
其
の
細
を
遺
さ
ず
、
謀
は
遠
く
し
て
近
き
を
略
さ
ず
、
事
を
料
る
こ
と
精
密
に
し
て
、
論
を
置
く
こ
と

切
宜
な
り
、
吾
が
徒
を
し
て
其
れ
国
計
を
為
さ
し
む
る
も
、
亦
た
過
ぎ
ざ
る
の
み
（
言
大
而
不
遺
其
細
、
謀
遠
而
不
略
於
近
、
料
事
精

密
、
置
論
切
宜
、
使
吾
徒
其
為
国
計
、
亦
不
過
爾
）」
と
い
う
そ
の
才
知
に
つ
い
て
「
天
与
の
為
謀
に
し
て
、
神
授
の
策
な
る
者
（
天
与

為
謀
、
神
授
之
策
者
）」
と
称
賛
し
な
が
ら
も
、
文
全
体
を
通
じ
て
、
元
朝
へ
の
批
判
を
述
べ
る
箇
所
は
無
い
。

次
に
「
故
宋
勇
勝
軍
統
制
官
詹
侯
墓
表
」
だ
が
、
こ
れ
は
詹
鈞
（
一
二
〇
八
～
五
九
）
の
墓
表
で
あ
る
。
詹
鈞
は
開
慶
元
（
一
二
五

九
）
年
に
蜀
で
戦
死
し
、
当
時
四
歳
で
あ
っ
た
彼
の
息
子
は
、
詹
鈞
の
勇
猛
に
感
じ
た
ク
ビ
ラ
イ
の
命
令
に
よ
り
、
元
将
董
文
炳
に
育

て
ら
れ
た
。
士
龍
と
名
付
け
ら
れ
た
息
子
は
、
長
じ
る
と
父
の
事
跡
を
偲
び
、
呉
澄
に
墓
表
の
執
筆
を
依
頼
す
る
。
こ
れ
も
モ
ン
ゴ
ル

と
戦
っ
た
宋
将
の
墓
表
で
あ
り
、
そ
の
最
期
に
つ
い
て
も
、

 

侯
被
執
、
帥
壮
其
勇
、
期
生
之
。
侯
大
罵
求
速
死
、
亦
不
加
害
。
翼
日
、
帥
親
視
其
創
、
饋
之
食
与
薬
、
侯
摽
去
弗
受
。
絡
置

馬
上
、
載
以
行
、
八
日
不
食
。
至
播
州
土
門
、
逼
令
招
城
中
不
行
、
遇
害
。

 

侯
（
詹
鈞
）
執
わ
る
る
も
、
帥
其
の
勇
を
壮
と
し
、
之
れ
を
生
か
さ
ん
と
期
す
。
侯
大
い
に
罵
り
て
速
や
か
な
る
死
を
求
む
る

も
、
亦
た
害
を
加
え
ず
。
翼
日
、
帥
親
ら
其
の
創
を
視
、
之
れ
に
食
と
薬
と
を
饋
る
も
、
侯
摽
去
し
て
受
け
ず
。
馬
上
に
絡
置
し
、

載
せ
て
以
て
行
く
に
、
八
日
食
ら
わ
ず
。
播
州
の
土
門
に
至
る
に
、
逼
り
て
城
中
を
招
か
む
る
も
行
か
ず
、
害
に
遇
う
。

と
、
そ
の
死
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
文
も
、
全
篇
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
非
難
に
言
及
す
る
も
の
は
無
い
。
さ
ら
に

詹
鈞
の
場
合
、
敗
軍
の
後
、
そ
の
才
を
見
込
ま
れ
、
生
き
な
が
ら
に
連
行
さ
れ
る
も
、
最
後
ま
で
拒
み
続
け
て
死
を
迎
え
る
と
い
う
点

が
、
先
の
文
天
祥
や
謝
枋
得
と
共
通
す
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
宋
人
に
関
す
る
詩
文
で
あ

り
な
が
ら
、
執
筆
者
が
い
ず
れ
も
モ
ン
ゴ
ル
に
仕
え
て
い
た
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宋
人
が
宋
人
の
立
場
で
宋
人
に

つ
い
て
書
い
た
も
の
を
蘇
天
爵
は
選
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
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以
上
、『
文
類
』
と
い
う
書
物
の
性
格
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
点
を
簡
略
な
が
ら
述
べ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
成
書
時
の
政
権
の
影

響
や
、
編
者
に
よ
る
「
元
朝
側
の
視
点
」
な
ど
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

六　

元
人
選
元
代
詩
文
選
集
の
研
究
価
値

最
後
に
、『
文
類
』
に
代
表
さ
れ
る
元
人
選
元
代
詩
文
選
集
の
研
究
価
値
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
提
示
し
、
本
稿
の
結
び

に
代
え
た
い
。
元
代
文
学
研
究
に
お
い
て
、
後
世
の
見
方
や
価
値
観
、
或
い
は
先
入
観
を
排
し
、
元
人
自
身
の
認
識
に
基
づ
く
元
代
文

壇
を
再
構
築
す
る
上
で
、
元
人
選
元
代
詩
文
選
集
は
最
も
有
効
な
資
料
と
な
り
得
る
。
元
代
に
は
『
文
類
』
以
外
に
も
多
く
の
元
人
選

元
代
詩
文
選
集
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
周
南
瑞
が
編
ん
だ
『
天
下
同
文
集
』
五
〇
巻
と
い
う
本
が
あ
る
。
周
南
瑞
は
江
西
安
成

の
人
で
、
こ
の
本
は
書
名
及
び
劉
将
孫
の
序
文
の
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
南
北
混
一
を
強
く
意
識
し
て
編
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
作
者
の
経
歴
を
調
べ
る
と
、
江
西
出
身
者
乃
至
は
江
西
に
縁
の
あ
る
人
物
が
多
く
、『
文

類
』
と
は
収
録
さ
れ
る
作
者
の
顔
ぶ
れ
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
杜
本
『
谷
音
』
二
巻
、
傅
習
・
孫
存
吾
編
『
皇
元
風
雅
』
前

後
集
各
六
巻
、
蒋
易
『
国
朝
風
雅
』
三
〇
巻
、
戴
良
『
大
雅
集
』
八
巻
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
集
に
つ
い
て
、
そ
の
特
色
を
見
極
め
つ

つ
収
録
状
況
を
分
析
し
、
相
互
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
元
人
が
元
代
文
壇
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
認
識
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
独
り
元
代
文
学
の
み
な
ら
ず
、
文
学
史
研
究
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
、
文
学
史
上
の
金
元
交

替
、
宋
元
交
替
を
考
え
る
上
で
も
有
用
な
材
料
と
な
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、「
元
代
」
と
い
う
時
代
は
指
す
範
囲
が
非
常
に
曖
昧

で
、
そ
の
起
点
に
つ
い
て
、
或
い
は
チ
ン
ギ
ス
即
位
、
或
い
は
ク
ビ
ラ
イ
の
国
号
制
定
、
ま
た
或
い
は
南
宋
接
収
と
、
複
数
の
見
方
が

存
在
す
る
。
さ
ら
に
「
元
代
文
学
」
と
も
な
る
と
、
果
た
し
て
那
辺
を
以
て
「
元
代
文
学
」
の
起
点
と
す
る
の
か
、
何
を
以
て
「
元
代

文
学
」
と
す
る
の
か
、「
元
代
」
の
指
す
範
囲
と
同
様
、
研
究
者
の
間
で
も
見
解
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
際
に

も
、『
文
類
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
元
人
自
身
が
「
国
朝
の
詩
文
集
」
と
し
て
編
纂
し
た
各
種
選
集
の
収
録
状
況
の
上
限
を
比
較
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
有
用
な
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
先
述
の
金
宋
元
を
め
ぐ
る
文
学
の
変
遷
と
も
関
わ

る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。『
文
類
』
を
含
む
元
人
選
元
代
詩
文
選
集
の
研
究
は
元
代
研
究
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
か
つ
そ
こ
に
は
文
学
史
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研
究
上
の
大
き
な
可
能
性
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  

西
湖
書
院
本
及
び
翠
巌
精
舎
本
。
本
稿
で
は
西
湖
書
院
本
（
四
部
叢
刊
初
編
所
収
影
元
至
正
年
間
杭
州
路
西
湖
書
院
刊
本
）
を
底
本
と

す
る
。
な
お
鍾
彦
飛
「
元
人
選
編
元
代
詩
文
総
集
叙
録
」（『
開
封
教
育
学
院
学
報
』
第
三
一
巻
第
四
期
、
二
〇
一
一
年
）
に
拠
れ
ば
、
翠

巌
精
舎
本
は
至
正
元
（
一
三
四
一
）
年
刊
と
言
う
。
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
も

翠
巌
精
舎
本
は
「
現
行
の
西
湖
書
院
本
よ
り
旧
い
可
能
性
が
た
か
い
」（
三
〇
一
頁
、
注
一
二
）
と
指
摘
す
る
。
だ
が
筆
者
は
翠
巌
精
舎
本

を
未
だ
実
見
で
き
て
お
ら
ず
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
2
）  

周
雪
根
「︽
国
朝
文
類
︾
研
究
芻
議
」（『
江
西
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
四
二
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
3
）  

古
松
崇
志
「
脩
端
「
辯
遼
宋
金
正
統
」
を
め
ぐ
っ
て
―
元
代
に
お
け
る
『
遼
史
』『
金
史
』『
宋
史
』
三
史
編
纂
の
過
程
―
」（『
東

方
学
報
』
京
都
第
五
七
冊
、
二
〇
〇
三
年
）
に
「
先
行
研
究
に
お
い
て
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蘇
天
爵
に
よ
る
こ
れ
ら
の

書
物
の
編
纂
は
、
当
代
す
な
わ
ち
元
代
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
意
識
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
名
臣
の
伝

記
を
集
め
た
『
国
朝
名
臣
事
略
』
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
詩
文
集
で
あ
る
『
国
朝
文
類
』
に
つ
い
て
も
、
王
理
の

序
文
が
明
言
す
る
よ
う
に
、「
載
事
」
す
な
わ
ち
事
実
を
伝
え
る
文
章
を
最
優
先
し
て
著
録
し
て
い
る
。
今
こ
こ
に
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い

が
、『
国
朝
文
類
』
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
文
が
な
ぜ
採
録
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
歴
史
を
残

そ
う
と
す
る
蘇
天
爵
の
意
図
を
は
っ
き
り
と
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
蘇
天
爵
は
泰
定
元
年
（
一
三
二
四
）
か
ら
七
年
間
に
わ
た
り
翰
林

国
史
院
に
在
籍
し
、
国
家
の
歴
史
編
纂
事
業
に
も
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
国
朝
文
類
』
は
蘇
天

爵
の
私
選
に
か
か
る
書
物
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
政
権
に
お
け
る
編
纂
事
業
を
行
い
な
が
ら
、
同
時
に
個
人
の
労
力
を
費
や
し
て
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
翰
林
国
史
院
に
お
い
て
利
用
可
能
な
文
献
史
料
を
も
集
成
し
た
、
限
り
な
く
国
家
編
纂
物
に
近
い

性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。

（
4
）  

顔
培
建
「
元
代
史
学
家
蘇
天
爵
研
究
芻
議
」（『
南
京
暁
荘
学
院
学
報
』
二
〇
一
一
年
一
月
第
一
期
）
に
「
目
前
研
究
多
放
在
『
事
略
』
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和
『
文
稿
』
上
面
、
而
対
于
其
它
著
作
如
『
文
類
』・『
亀
鑑
』
和
活
動
便
缺
乏
研
究
。
従
已
発
表
的
13
篇
論
文
来
看
、
有
７
篇
只
是
針
対

『
事
略
』
和
『
文
稿
』
而
写
的
、
而
針
対
『
文
類
』
和
『
亀
鑑
』
的
研
究
還
是
空
白
」
と
。

（
5
）  
陳
旅
序
に
「
積
二
十
年
凡
得
若
干
首
、
為
七
十
巻
」
と
。

（
6
）  
陳
旅
序
に
「
廷
論
以
『
文
類
』
猶
未
流
布
於
四
方
也
、
移
文
江
浙
行
省
、
鋟
諸
梓
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
統
二
年
刊
と
見
な
さ
れ
る

こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、
西
湖
書
院
本
巻
頭
の
出
版
文
書
に
は
江
浙
等
儒
学
提
挙
司
が
至
元
二
（
一
三
三
六
）
年
十
二
月
六
日
に
江
浙
等
行

中
書
省
掾
史
崔
適
の
劄
付
を
承
け
た
と
あ
り
、
こ
れ
は
陳
序
に
言
う
「
移
文
江
浙
行
省
」
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
然
ら
ば
陳
序
は
「
諸

れ
を
梓
に
鋟
ま
ん
と
す

0

0

0

0

」
と
訓
じ
、『
文
類
』
の
出
版
は
文
書
に
記
さ
れ
る
至
正
二
（
一
三
四
二
）
年
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
陳
序
の
日
付

を
刊
行
年
と
す
る
な
ら
、
そ
の
翌
年
（
一
三
三
五
）
に
書
か
れ
た
王
守
誠
跋
の
「『
名
臣
事
略
』
及
是
書
皆
将0

刊
布
天
下
」
と
い
う
表
現
と

合
わ
な
い
が
、
刊
行
準
備
中
と
考
え
れ
ば
王
跋
の
表
現
も
合
点
が
い
く
。

（
7
）  

例
え
ば
馬
積
高
・
黄
鈞
『
中
国
古
代
文
学
史
（
下
冊
）』（
湖
南
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
は
「
現
存
元
人
最
重
要
的
散
文
選
集
『
元

文
類
』、
其
編
選
原
則
正
体
現
了
這
一
傾
向
。
︙
︙
其
選
文
標
準
、
偏
重
于
作
品
的
文
献
史
料
価
値
和
政
治
倫
理
意
義
、
不
大
考
慮
其
文
学

色
彩
」（
一
三
～
一
四
頁
）
と
述
べ
る
。

（
8
）  

例
え
ば
至
順
三
（
一
三
三
二
）
年
十
月
四
日
に
即
位
し
た
寧
宗
の
即
位
詔
（
虞
集
草
詔
、
巻
九
）
な
ど
も
収
め
ら
れ
る
。

（
9
）  

古
松
前
掲
論
文
も
巻
九
、
巻
十
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

（
10
）  

杉
山
正
明
「
大
元
ウ
ル
ス
の
三
大
王
国
―
カ
イ
シ
ャ
ン
の
奪
権
と
そ
の
前
後
― （
上
）」（『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
三
四
、

一
九
九
五
年
）、
同
氏
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
︿
下
﹀ 
―
世
界
経
営
の
時
代
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）、
岡
田

英
弘
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）「
概
説 

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ
」
を
参
照
。

（
11
）  

『
元
史
』
巻
六
九
礼
楽
志
に
「
文
宗
天
暦
三
年
（
＝
至
順
元
年
）、
明
宗
祔
廟
酌
献
、
奏
「
永
世
之
曲
」」
と
。

（
12
）  

な
お
こ
の
「
十
室
」
は
『
元
史
』
礼
楽
志
が
記
録
す
る
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。『
元
史
』

礼
楽
志
に
収
め
る
「
十
室
楽
舞
」
は
泰
定
帝
の
頃
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
、

 
 

　

第
一
室  

太
祖  

開
成
之
曲　

第
二
室  

睿
宗  

武
成
之
曲　

第
三
室  

世
祖  
混
成
之
曲　

第
四
室  

裕
宗  

昭
成
之
曲

 
 

　

第
五
室  

顕
宗  

徳
成
之
曲　

第
六
室  

順
宗  

慶
成
之
曲　

第
七
室  

成
宗  
守
成
之
曲　

第
八
室  

武
宗  

威マ

成マ

之
曲
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第
九
室  

仁
宗  

歆
成
之
曲　

第
十
室  

英
宗  

献
成
之
曲

 
と
な
り
、『
文
類
』
と
は
異
な
る
。
な
お
、
武
宗
の
曲
名
が
『
文
類
』
と
『
元
史
』
で
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
13
）  
天
暦
元
年
の
文
宗
即
位
詔
に
も
「
至
於
晋
邸
（
泰
定
帝
）、
具
有
盟
書
、
願
守
藩
服
、
而
与
賊
臣
帖
失
、
也
先
帖
木
児
等
潜
通
陰
謀
、
冒

干
宝
位
、
使
英
皇
不
幸
罹
于
大
故
」（『
文
類
』
巻
九
）
と
あ
り
、
西
湖
書
院
本
は
「
晋
邸
」
の
前
に
空
格
も
無
い
。

（
14
）  

『
元
史
』
巻
三
二
文
宗
本
紀
に
「（
天
暦
元
年
十
月
）
丁
巳
、
毀
顕
宗
室
、
升
順
宗
祔
右
穆
第
二
室
︙
︙
」
と
。

（
15
）  

明
宗
が
即
位
し
た
の
は
カ
ラ
・
コ
ル
ム
で
あ
り
、
文
宗
と
は
完
全
に
陣
営
を
異
に
し
て
い
た
。『
元
史
』
明
宗
本
紀
に
も
明
宗
の
即
位
詔

は
記
録
さ
れ
な
い
。

（
16
）  

袁
桷
「
皇
后
冊
文
」
に
は
そ
れ
と
わ
か
る
文
辞
は
無
い
が
、『
文
類
』
中
の
収
録
順
序
及
び
袁
桷
の
没
年
に
鑑
み
る
に
、
こ
の
冊
文
は
泰

定
帝
皇
后
八
不
罕
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）  

武
宗
の
皇
后
は
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
だ
が
、
明
宗
・
文
宗
の
生
母
は
い
ず
れ
も
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
で
は
な
い
。

（
18
）  

岡
田
英
弘
前
掲
書
を
参
照
。

（
19
）  

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
同
じ
く
コ
ン
ギ
ラ
ト
氏
で
あ
る
顕
宗
皇
后
の
ブ
ヤ
ン
・
ケ
ル
ミ
シ
ュ
が
収
録
さ
れ
な
い
理
由
が
説

明
で
き
な
く
な
る
。
本
稿
で
は
飽
く
ま
で
指
摘
に
と
ど
め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
考
察
に
期
し
た
い
。

（
20
）  

因
み
に
巻
十
の
諡
冊
文
も
、
元
統
二
年
正
月
に
諡
を
奉
ら
れ
た
文
宗
の
諡
冊
文
は
含
ま
な
い
。

（
21
）  

他
に
も
例
え
ば
巻
十
八
に
は
虞
集
「
青
宮
受
宝
頌
」
が
収
録
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
天
暦
二
（
一
三
二
九
）
年
六
月
の
日
付
が
あ
る
が
、

こ
の
時
の
皇
太
子
は
文
宗
で
あ
る
（
同
年
四
月
の
明
宗
即
位
と
と
も
に
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
）。
さ
ら
に
巻
二
六
に
は
馬
祖
常
「
太
師
太

平
王
定
策
元
勲
之
碑
」
が
あ
る
が
、
こ
の
碑
は
文
宗
朝
の
功
労
者
で
あ
る
エ
ル
・
テ
ム
ル
の
功
績
を
称
え
、
至
順
元
（
一
三
三
〇
）
年
二

月
に
文
宗
の
勅
命
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）  

杉
山
正
明
前
掲
書
（
二
一
三
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
23
）  

『
文
類
』
完
成
当
時
、
蘇
天
爵
は
四
〇
歳
で
あ
る
。
文
宗
崩
御
（
一
三
三
二
年
）
の
の
ち
、
二
〇
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
き
た
『
文
類
』

の
編
纂
作
業
を
打
ち
切
り
、
出
版
の
運
び
に
な
っ
た
の
も
、
或
い
は
何
か
外
的
要
因
が
作
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
朝
一
代
の
詩
文

を
集
め
る
『
文
類
』
の
性
格
を
考
え
る
と
、
そ
の
後
さ
ら
に
時
間
を
費
や
し
て
も
不
思
議
は
無
い
。
な
お
『
国
朝
名
臣
事
略
』
も
や
は
り
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同
時
期
に
出
版
さ
れ
、
許
有
壬
、
王
理
、
欧
陽
玄
の
序
、
王
守
誠
の
跋
が
あ
る
。

（
24
）  

例
え
ば
『
文
類
』
と
同
じ
く
同
時
代
人
に
よ
る
同
時
代
詩
文
集
で
あ
る
呂
祖
謙
『
宋
文
鑑
』
に
は
か
か
る
歌
辞
は
収
め
な
い
。
姚
鉉
『
唐

文
粋
』
は
唐
朝
の
歌
辞
を
収
録
す
る
が
、
姚
鉉
は
宋
人
で
あ
り
、『
文
類
』
と
は
そ
の
意
味
合
い
は
異
な
る
。

（
25
）  
西
湖
書
院
は
至
元
末
に
当
時
浙
江
廉
訪
使
で
あ
っ
た
徐
琰
が
南
宋
の
太
学
跡
に
創
設
し
た
も
の
で
、
宋
以
来
の
豊
富
な
蔵
書
を
活
か
し
、

書
物
の
校
勘
や
出
版
を
盛
ん
に
行
な
っ
た
（
金
達
勝
・
方
建
新
「
元
代
杭
州
西
湖
書
院
蔵
書
刻
書
述
略
」︹『
杭
州
大
学
学
報
』
第
二
五
巻

第
三
期
、
一
九
九
五
年
︺）。

（
26
）  

な
お
、『
文
類
』
に
は
劉
辰
翁
（
一
二
三
二
～
九
七
）
の
詩
が
一
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
劉
辰
翁
は
一
般
に
宋
末
の
愛
国
詞
人
と
し
て
知

ら
れ
、
筆
者
は
か
つ
て
そ
の
愛
国
者
像
に
異
を
唱
え
た
こ
と
も
あ
る
が
（
拙
稿
「
劉
辰
翁
の
「
愛
国
詞
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」︹『
中

国
文
学
論
集
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
二
年
︺）、
何
れ
に
せ
よ
、
数
あ
る
宋
末
遺
民
の
中
で
何
故
彼
の
詩
を
収
録
し
た
の
か
は
疑
問
で
あ
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。




